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大野正夫:高知大学海洋生物教育研究センター Masao OHNO: U sa Marine 

Biological Institute， Kochi University 

1953 年に尚女11大学文.fW~学:1~1(、1Mの1・仏 臨海実験所 必~心分脈機， フ リ ー ザーなどがあり"J凶 りの分知，

は，土仏湾中央部の百Jjの|ノゴ向の的1I(alUI:尻地区)に ~l・ JlH~I :.化学的'Ji!験は て-きる。 「菜類関係のJiHH-'::' ft ， ー 2

設 li/，~ さ れた。 その後 1968年にt!:さÿ: ì~部 {、aßの水産実験所 -5.C (1 Jf) と 5-30.C(3坪)の恒制定があ り，

が対jド n: fJ.:J也区)に開設 された。 1 978~r.4月からこ アクア トロ ンは3fi'ある。

の2つの実験所が合併し，主主ffllf、JMの枠をはずして Jdlは，，'::j1:lI)、学の'1二物学宇1，11惰漁業学H，J也'([

11 >1.:ではじめて海洋生物l剥係の学内J七|吋利用施設 (教 学科をひきうけているほか，'1'・四同の大学の'Ji刊に

終2，Ip妓類，海洋微生物， JJ)J教J受2，魚類，t菜類) も不IJJ刊されている。 外来研究者には 2研究明がもう

になって現イ1:にいたっている。将米)J:JJ':地区に新たに けられてお り， lNrl'l ， 食、J i も 'ì;\'II~f使 'j;，がはか られてい

本町¥iがilわら，字払地区は:i!H白|民If系の胞設になる予定で る。

あ りuui，没の利用は現有流動的で・あるが，必UJi関係の実 打Jjの内向は，1/'j 1 1から!拠まで 12km あ り， ハマチ

判 ・研究はjl尻地区て'行われている。 ゴ(HI((， '，~niIj f'i .j~N(が行われており 十l 活動物は山山であ

JI!J':地区の施設は本町: (鋭、筋21桝 854，7 m 2)， iiiil(j}[ るが，泌が:m'iは lt~J~Jな (j(i 分二であ る。 外 ifFj)或 も iほ近(~陸地

究隙 (プロック 平屋 134m2)，剣ri5i(鉱筋2附 169 けがひどく riij泌は少ないが， 冬から者にかけては，f/'j 

m2) などがあり，船舶は 19t(定 i:'JO~う)の小型海洋 |勾にはアマノリJii， ヒトエグサ類， ブグロフノリ ，ツ

観iJ!ll船「法政JLJ，6t (定ス341'，)の実宵船「ネフチ ノマタJtrLカヤモノリ .ハパノリ，ツノレツル，マメタ
ューン」のほか船外機{、jポート 3!立がある。観il!ll・7ミ ワラ，オゴノリmなどがみられ， 外海j或には，オキ ツ
刊に必袋な計捺 ・ウイ ンチなどはそなわっている。臨 ノリ ，ウミウチソ ，アミジグサ類， トゲモタ，フタ L

ω~~~lなどの術品は ， 30 ~う の1J t内がで き る 双mHIJ i微鋭， モタな どがみられる。 しかし船で 111JjJIUfi，U込ーの鋭的

災体顕微鋭などが強ってあり， /11水 J IJ の 以 J~ もー辿 り f."J， 予約には，カジメ ，ヒロメなどの人JiUf;がある。

そなえられている。{ii[究川Vlii11U1lとLては，走夜型屯 f "f~P IIII Jl'乙は 川 知j りで制 作に行け，亜熱fg:VI，の ~í(i ノ |ーがみ

顕微鋭，ガスク ロ装置，ダフソレピーム 1'1記分光光Jitiil.， られるJt!.NI、1':)::jJ也lメーにもセンタ ーのワゴンJj(を，fIJJ(Jす

(チ|二尻実験所)

ればJ采!l~など l工作 ~)Jである。

当センター ()J:Jj':'.k験所)へは， 高知夕刊佐から-W!IIIJ

(空港パス 30分)または r:'~知駅前でYl交辿パス「字仏ー

行きに釆ljIすれば約 111年IHJ，守仏 111]'i防波スカ イライ

ン人IIJで F"Ji。そこから 699m の対jいまで 'j引:人-

怖がかかっており ，徒歩10分で実験所へ述する。

利j日者は，所主EのJIげJ(によ って， 千781-04 I-.(J，しdi

守佐Hり宇佐3159-5，，'，'TJ知人学海洋生物教育研究センタ

一所長宛にrl'しこむ。 iお獄関係者は，大型f狗 (七仏:dj

字(!i，lIIr;J1二尻19'1，Tel. 08885-6-3311)に辿絡があれば

利用等について{92'I'じをはかる。




